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１．はじめに
新潟県中越地震で刈谷田川沿いの見附市南本町で液状化が
発生し、住宅や道路に被害が生じた。この地域で住宅建設
時に実施されたスウェーデン式サウンディング試験（以下、
SWS試験と呼ぶ）によると、地表面から3.0m付近までWsw
＝1.00 kN自沈層と確認されている。SWS試験では土質区分
の判定はできないが、粘性土層として沈下抑止のための地
盤改良を施した住宅もある。
本報告では、液状化が確認された地盤において、地震後に
実施した標準貫入試験、SWS試験、粒度試験の結果および液
状化判定結果について述べる。
２．地盤概要
調査地点及び周辺の地形図は、前報（その3）の図１を参
照されたい。この地域の地盤は沖積低地で、自然堤防と埋
土地からなっている。埋土地は蛇行していた刈谷田川の旧
河道であり、調査地は埋土地に位置している。
図1 に土質柱状図、標準貫入試験結果およびSWS 試験結
果、図２、表１に標準貫入試験の際に採取した試料土の粒
度試験結果を示す。なお、図１中の換算Ｎ値は、SWS試験結
果から下式を用いて算出したものである。

Ｎ = 0.002Wsw + 0.067 Nsw　　・・・（1）
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 図１において、標準貫入試験のＮ値がG.L.-3.0～-4.0m
で極端に小さいのに対して、SWS試験結果の換算Ｎ値では同
じ傾向は認められない 。また、粒度試験結果によると、い
ずれの深度も砂質系の土質に区分されるが、G.L.-4.0m以深
では Fc＞30%、Pc≧10%を示し、細粒土の含有率が高くなっ
ている。
３．液状化判定
液状化判定は建築基礎構造設計指針に準じて行った。図３
は、(独)防災科学研究所から公表されている k-net、kiku-
netの各観測点（□）の加速度データを処理して加速度分布
として示したものである。調査地点の推定加速度はαmax＝
350cm/s2、マグニチュードはM＝6.8とした。

図１　標準貫入試験結果およびSWS試験結果

図２　粒径加積曲線

表１　粒度分析結果
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データ 深度 Fc Pc D50 Uc
番号 G.L.- m (%) (%) (mm)

1 1.15 28 15 0.245 －

2 2.15 16 8 0.315 29.1

3 3.15 18 9 0.305 54.6

4 4.15 34 18 0.252 －

5 5.15 32 18 0.208 －

6 6.15 39 10 0.352 －

―737―

20369 日本建築学会大会学術講演梗概集
（近畿） 2005年 9 月



 
*1 設計室ソイル  *2 建築研究所国際地震工学センター 
*3 ミサワホーム  *4 システムプランニング 

*1 Soil Design Inc.   *2 Building Research Institute 
*3 MisawaHomes Co., Ltd.     *3 System Planning Inc. 

 

表２に標準貫入試験のＮ値による液状化判定結果を示す。

これより、G.L.-1.0m 付近を除き、G.L.-6.0m までの全点で FL

＝1.0 を大きく下回っている。地盤全体の液状化の程度を表す
指標 Dcy1)は 11.8cm となり、液状化の程度「中」と判定され
る。ただし、Fc＞35%以上または Pc＞10%となる G.L.-4.0～-
6.0m を液状化検討の対象外とすると、Dcy＝6.0cm（液状化の
程度「小」）と判定される。図４に、標準貫入試験のＮ値によ

る FL値分布と SWS 試験の換算Ｎ値による FL値分布を比較し

て示す。両者は、ほぼ同一の傾向を示し、粒度組成が明らか

になれば、SWS 試験の換算Ｎ値でも液状化の可能性はある程
度推定可能であることがわかる。 
４．被害程度 
調査地域の被害状況は、前報（その 3）の写真１～４に、
示す通りである。それによると、調査地域の地表面にみられ

る液状化の痕跡である噴砂の多くは宅地造成盛土の法尻で確

認され、盛土境界近傍では地盤の不同沈下や変状が生じてい

た。これに対して、平坦部での地盤沈下、土木施設や建物の

被害は極く軽微であり、戸建住宅では盛土端部を除き僅かな

傾斜が認められる程度であった。地表面の状況から現地調査

の結果を総括すると、液状化の程度は「小」程度と判定され

た。被害が少なかった要因としては、表層部の 1.0m程度が比
較的良好地盤であったこと、液状化層厚が薄かったこと、重

量構造物が存在しなかったこと等が挙げられる。 
５．あとがき 
戸建住宅を対象とした地盤調査は、経済的な理由により 

SWS試験のみを行うのが一般的である。SWS試験による土質
判定が難しいため、支持力、沈下、液状化などの検討を高精

度に行うことができない。今回調査した地域では、液状化が

発生したにも拘らず大規模な被害が発生しなかったが、液状

化マップなどにより液状化の危険性が予想されている地域に

ついては、土質の判別が可能な地盤調査との併用、あるいは、

三成分コーン貫入試験の実施などが望まれる。 
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図３ 地震加速度分布 
 

表２ 液状化判定結果 

(G.L.- m) (%) (kN/㎡) (kN/㎡) L R FL

1 1.15 8 28 19.6 1.26 0.36 0.490 1.38

2 2.15 3 16 36.6 1.96 0.37 0.158 0.42

3 3.15 1 18 53.6 2.66 0.40 0.127 0.32

4 4.15 1 34 70.6 3.36 0.41 0.138 0.34

5 5.15 4 32 87.6 4.06 0.41 0.170 0.41

6 6.15 8 39 10.5 4.76 0.41 0.280 0.68
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液状化判定結果図４ 
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